
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７１０３．時間外執務要請延長届 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業務コード 内   容 

ＯＳＥ１１ 時間外執務要請延長届呼出し 

ＯＳＥ 時間外執務要請延長届 
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8:30 17:00 00:00 8:30 17:00 

当初届出時間帯 

①ＯＳＥ ①ＯＳＥ ②ＯＳＤ 

ＯＳ 

②ＯＳＤ 

①ＯＳＥ ②ＯＳＡ/ＯＳＤ 

ＯＳ 

１．業務概要 

「時間外執務要請届（ＯＳＡ）」業務または「時間外執務要請延長届（ＯＳＥ）」業務により登録された時

間外執務要請届情報について、届出時間帯の延長を行う業務である。 

届出種別及び対象業務についてはＯＳＡ業務を参照。 

また、届出時間帯を延長する場合、税関の開庁時間内又は届出時間帯にＯＳＥ業務にて行う。税関の開庁

時間外及び届出時間帯経過後は、税関に依頼し「時間外執務要請届結果登録（ＯＳＤ）」業務で登録する必

要がある。 

（１）時間外執務要請延長届呼出し（ＯＳＥ１１）の場合 

    時間外執務要請届受理番号を入力することにより時間外執務要請届情報を呼び出す。 

（２）時間外執務要請延長届（ＯＳＥ）の場合 

 ＯＳＡ業務またはＯＳＥ業務により登録された時間外執務要請届情報について、届出時間帯の延長を

行う。届出時間帯の延長については、以下の通り。 

（Ａ）当初届出種別が「Ａ」、「Ｂ」、「Ｃ」または「Ｄ」の場合 

  ①税関の開庁時間内または届出時間帯：「時間外執務要請延長届（ＯＳＥ）」業務にて行う。 

  ②税関の開庁時間外または届出時間経過後：税関に依頼し「時間外執務要請届結果登録（ＯＳＤ）」業

務で登録する。 

（Ｂ）当初届出種別が「Ｅ」または「Ｆ」の場合 

  ①届出時間帯前：「時間外執務要請延長届（ＯＳＥ）」業務にて行う。 

  ②届出時間経過後：ＯＳＡ業務にて届出種別「Ｅ」または「Ｆ」で新規に届出を行う。または、税関に

依頼し「時間外執務要請届結果登録（ＯＳＤ）」業務で登録する。 
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当日（業務実施日） 翌日 

開庁時間   開庁時間 
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２．入力者 

航空会社、航空貨物代理店、通関業、機用品業、混載業、保税蔵置場、船会社、船舶代理店、ＣＹ、ＮＶ

ＯＣＣ、海貨業、汎用申請者 

 

３．制限事項 

１届出に対して当該業務を行える回数は最大９回とする。 

 

４．入力条件 

（１）入力者チェック 

   ①システムに登録されている利用者であること。 

   ②時間外執務要請届ＤＢに登録されている届出者と同一であること。 

（２）入力項目チェック  

 （Ａ）単項目チェック 

       「入力項目表」及び｢オンライン業務共通設計書｣参照。   

  （Ｂ）項目間関連チェック 
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      「入力項目表」及び｢オンライン業務共通設計書｣参照。   

（３）時間帯チェック 

    ＯＳＥ業務の場合は、以下のチェックを行う。 

      ①本業務の実施時刻が届出先税関官署の開庁時間または届出時間帯の範囲内であること。 

②入力された開庁延長終了日時が延長前の開庁終了日時から翌開庁日時までの間であること。 

○：チェックを行う 

項

番 

届出種別 

チェック 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 

１ 本業務の実施時刻が入力された届出先税関官署の届出

種別毎の開庁時間または届出時間帯の範囲内であるこ

と。 

○ ○ ○ ○   

２ 入力された開庁延長終了日時が延長前の開庁終了日時

から翌開庁日時までの間であること。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

（４）時間外執務要請届ＤＢチェック 

○：チェックを行う 

項

番 

業務コード 

チェック 

ＯＳＥ１１ ＯＳＥ 

１ 入力された時間外執務要請届受理番号が登録されてい

ること。 

○ ○ 

２ 税関官署、届出者、届出種別単位で時間外執務要請届の

届出時間帯が一部でも重複する時間外執務要請届情報

が存在しないこと。 

 ○ 

 

５．処理内容 

（１）入力チェック処理 

前述の入力条件に合致するかチェックし、合致した場合に処理結果コード「０００００－００００－

００００」を設定の上、以降の処理を行う。 

合致しなかった場合はエラーとし、「０００００－００００－００００」以外の処理結果コードを設

定の上、処理結果通知出力処理を行う｡（エラー内容については「処理結果コード一覧」を参照。） 

（２）時間外執務要請延長届呼出結果情報編集処理 

ＯＳＥ１１業務の場合は、時間外執務要請届ＤＢより編集処理を行う。 

（３）時間外執務要請届受理番号の枝番払出し処理 

     ＯＳＥ業務の場合は、システムで時間外執務要請届受理番号の枝番を払い出す。 

 （４）時間外執務要請届ＤＢ処理 

ＯＳＥ業務の場合は、入力内容等を時間外執務要請届ＤＢに登録する。 

（５）出力情報出力処理 

後述の出力情報出力処理を行う。出力項目については「出力項目表」を参照。 

 

６．出力情報 

 （１）ＯＳＥ１１業務の場合 

情報名 出力条件 出力先 

処理結果通知 なし 入力者 

時間外執務要請延長届呼

出結果情報 

なし 入力者 

（２）ＯＳＥ業務の場合 
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情報名 出力条件 出力先 

処理結果通知 なし 入力者 

時間外執務要請延長確認

情報 

なし 税関 

（届出種別に応じた担当

部門に出力する。） 

 

 


